

































































































ロ腔・咽頭ガソ 1．2 3．2 0．3 1．7
食道ガン 4．9 2．5 L9 ！層1
岡ガソ 38．2 4．8 32．2 4．0
大腸ガソ（直腸ガンな除く） 3．a 11．2 5．4 L5．1
直賜ガソ 4．2 3．2 4．4 3，2．
肝臓ガソ 9．4 2．2 ．6・6 2．3
旭のう・旗瞥ガソ 2．6 o．9 ‘．6 ao
膵臓ガン 4．3 6．1 4．1 6．1
喉頭ガソ 1．0 1．5 0．3 o．3
肺ガソ 14．3 3血7 7．3 L3．且
骨のガン α5 α5 α5 α5
皮膚ガン O．6 1．9 o．6 1．6
乳ガン 一 一 5．5 22．6
子宮ガン 一 一 9．7 7．o
卵巣ガン 一 　 a8 呂4
前立腺ガγ 1．9 11．3 一 ｝
帯下ガソ L．7 4．o 1．1 L9
腎巌ガγ o．8 z5 0．5 聖，8
白血病 3．o 臥1 3．0 45
　日本人では男女とも胃ガンが一番多いが，米
国白人では胃ガンはわずかにガン全体の5％弱
である。一方，米国人に多いガンとしては男で
は肺ガンが段然多く，約37％を占めている。つ
いで多いのは大腸・直腸ガン，前立腺ガン，悪
性リンIX“腫，膵臓ガン等である。米国人の女で
は乳ガンがもっとも多く，ガン全体の約23％を
占めている。次いで多いのは大腸・直腸ガン，
肺ガン，子宮ガン，卵巣ガン，悪性リンパ腫，
膵臓ガン等である。
　米国人より日本人に多いガンとしては胃ガン，
食道ガン，直腸ガン，肝臓ガン，胆のう・胆管ガ
ン，子宮ガンなどである。
　日本人より米国人に多いガンとしては肺ガン，
口腔・咽頭ガン，大腸ガン，膵臓ガン，乳ガン，
卵巣ガン，前立腺ガン，膀胱ガン，腎臓ガンな
どである。
　米国においても日本と同様に，ガンの部位に
よって，あるものは増え，あるものは減ってい
る。図1と図2を比較してみると明らかなよう．
に，わが国で増加しているガンは大部分が米国
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図2　アメリカにおけるガンの部位別年令訂正死亡率＊
　　の推移（1930～1974）
　　　＊標準人口：1940年のアメリカ人口
で多いガンであり，わが国で減少しているガン
は米国で少ないガンである。興味あることは米
国においても昔は胃ガンや子宮ガンが多かった
のであるが，ここ数十年の間に急激に減少して
しまった事である。逆に肺ガンは男女とも顕著
な増加傾向を示しており，男ではすでに1950年
頃に胃ガン，大腸・直腸ガンを抜いてトップに
なっている。したがって，一部の例外を除いて，
わが国のガンのパターンは数十年遅れて米国型
のガンのパターンを追いかけているといえる。
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